
施設名

指定期間

施設の設置目的

指定管理者の業務

評価項目 検証結果 評価結果

適正な人員配置 適正な人員の配置を行っていた ◎

従事者の教育・研修
航空局が認定した航空保安教育訓練インストラ
クターが、教育訓練実施計画に基づき適切に訓
練を実施していた

○

関係法令の遵守 関係法令は遵守されていた ◎

緊急時等の対応
緊急時対応計画に基づき、管轄する消防署、格
納庫利用者と連携して消防訓練などが実施され
ていた

◎

備品等の管理
点検・整備も行われており、適切に管理されてい
た

○

個人情報保護
津市個人情報の保護に関する法律施行条例に
基づき適正に実施されていた

○

施設・設備の保守点検 施設・設備の保守点検を定期的に行っていた 〇

清掃業務 場内の草刈や清掃業務を適切に行っていた ○

警備業務 概ね警備業務を適切に行っていた ○

環境への配慮
こまめに電気を消灯するなど節電に取り組んで
いた

○

報告書等の整理及び提
出

各種報告書等は整理されており、協定書に基づ
く期限内の提出がなされた

◎

令和７年度　指定管理者総合評価表（評価対象年度：令和６年度）

　令和６年度事業に係る事業報告書等に基づき、指定管理者による管理運営状況について確認、検証
した結果、下記のとおり評価しました。

津市伊勢湾ヘリポート

指定管理者 株式会社伊勢湾ヘリポート

令和４年４月１日～令和９年３月３１日

ヘリコプターによる旅客又は貨物の運送等の用に供することにより、航空交通の
推進を図り、もって本市の発展及び住民等の福祉の増進に寄与するため、ヘリ
ポートを設置する。

ヘリポートの使用の許可に関する業務
ヘリポートの施設、設備器具等の維持管理に関する業務
その他市長が必要と認める業務

評価担当部課
（問い合わせ先）

都市計画部交通政策課交通政策・海上アクセス担当（電話０５９－２２９－３１８０）

評価は◎非常に良い、○良い、△やや悪い、×悪いの４段階です

区分

管理状況について



利用状況

　令和元年度　1,205回
　令和２年度　1,099回
　令和３年度　1,084回
　令和４年度　1,074回
　令和５年度　1,034回
　令和６年度　1,007回

○

利用者満足度の向上
定期的な清掃、草刈り、巡回などを実施し、ヘリ
ポートの安全性確保に努めた

○

利用者の苦情、要望等の
対応

利用者からの苦情・要望等はなかったが、要望
を受け付けるための「ご意見箱」の設置等、利用
者満足度の向上に努めていた

◎

事業の実施状況

津市伊勢湾ヘリポートの設置及び管理に関する
条例及び津市伊勢湾ヘリポートの設置及び管
理に関する条例施行規則に基づき、適切な運営
が確認できた

◎

その他（利用促進等）
三重県防災航空センターと協力し津市伊勢湾ヘ
リポート見学会を開催、三重テラスにおいてパン
フレットを配布

○

自主事業の適切な実施
給油量や給油回数についての書類は正しく整理
されており、適切に実施されている

○

労働関係法令の遵守
労働関係法令を遵守し、雇用・労働条件への適
切な配慮がなされた

○

収支決算状況

　主に三重県防災や三重県警の利用回数の回
復により、燃料販売量が増加したことによって、
前年度に比べ、売上高は持ち直しているが、令
和６年度は燃料費高騰の影響もあり仕入単価も
上昇しているため、むしろ収支が悪化する事態
となった。
　さらに、民間機及び外来機の利用減少に伴う
施設使用料の収入減少、各従業員の昇給及び
勤勉手当支給等の人件費増額が重なり、
3,557,129円の純損失となった。

△

自主事業について

運営状況について

【総合評価】　　※適正な管理運営を行ってきたかを記入する

・ヘリポートの使用許可等については、法令等を遵守し、適切に実施されていた。
・ヘリポート地内の施設、設備については、定期的に保守点検を行うなど、適切に管理されていた。
・ヘリポート地内の清掃や草刈り、また定期的な巡回を行う等、ヘリコプターの安全確保に留意した適正
な管理運営が行われていた。

【指定管理者に対して行った指導助言の内容・今後の業務改善（向上）に向けた考え方】

・経営力を向上させるため、引き続き燃料販売収入等を増加させるための利用促進のPRの実施や、管
理運営費の削減に取り組まれたい。
・引き続き、利用者が安全・安心して利用できるよう新たな感染症等が発生した場合への対応や、適切
な施設の維持管理及び保守点検を行っていただきたい。

雇用・労働条件について

収支状況について


